平成２５年度第１回名張市子ども権利委員会　会議録要旨
Ⅰ　開催日時：平成２５年度５月３０日(木)午後２時から４時１５分

Ⅱ　場所：市役所２階　庁議室

Ⅲ　出席者：子ども権利委員会　副委員長、委員９名、

　　　　　　事務局　子ども部長、子ども家庭室長、子ども政策室長、子ども政策室員、子ども相談員２名、子ども家庭室員
Ⅳ　内容

1． 委嘱状の交付

各団体での役員改選、関係機関の人事異動に伴う委員の交代があったため、事務局より新委員の紹介の後、子ども部長より委嘱状を交付(新委員４名)

2． 役員改選
前委員長より辞職願を平成２５年３月３１日提出されたことにより、委員長、副委員長の改選を行う

3． 委員長挨拶

4． 議事

1 子ども条例関連事業の取組について

【質疑・意見交換】(○：委員　⇒：事務局)

· 子ども相談室の担当が学校に行き、子どもたちから声をかけてもらいやすい状況にしてほしい。子
ども相談員が学校訪問した際はどのようなことをしているのか。
⇒　毎年、各学校に訪問し子ども相談室のカードを配布している。その時に、授業をさせていただくこ
とや子ども権利週間の時に呼んで下さいと伝えている。呼んでいただいた学校では、少しの時間でも
子どもと触れ合うようにしている。昨年度は直接子どもと触れ合うことはなかったが、保護者会から
声がかかった。一昨年は比奈知小学校で子ども対象に年４回授業を行った。
· 昨年度、権利救済委員会にあがる大きな問題はあったのか。
⇒　申立てに至る大きな問題はなかったが、日常の相談業務のなかでは、重たいものもあった。

· 子ども相談室の相談業務について、この５年間で相談件数が1.5倍になっているが、主立った相談
内容は何か。特徴的なものがあれば教えて欲しい。
⇒　年度によって違いがある。1人が４ケースの相談となると相談対応件数が伸びる特徴がある。相談の根っこには虐待、家庭内の経済的な問題や親子関係の不和があり、現象として出てくるのは、不登校であったりリストカット、学校をさぼる等の相談がある。不登校については中学生がなって相談される方が多い。最近多いのは、若いお母さんから子育ての相談もコンスタントにある。就職や進路、勉強の相談も多くなってきた。本来ならいじめの相談や、あってはならないが学校の先生の対応等が寄せられてくる所だとおもうが、あがってこないのが非常に問題であると思われる。我慢や辛抱しているのではないかと。本当に子どもの権利に大きくかかわった問題は少ない。
· 子どもを守っていく私たちのこの活動を市民に身近に感じてもらえることはできないのか。私たち
の子どもを守っているというメッセージを発信してもらうことだけでも子どもは安心するのではないか。現場に近い対応ができたらいいのではないか。具体的に動きたい。
· 地域で登校拒否の子どもの話を聞いてもどのように対応すればよいのかわからない。

⇒　直接の相談があれば、子ども相談室を紹介してほしい。訪問など行かれたらどうでしょうか。口コミで広めていただくことで、上手くいくようであればお手伝いできたらと思う。
· 子どもが勇気を出して子ども相談室に依頼があった場合、後々までケアをしてほしい。
⇒　相談に来れるということは、すごい力をもっているので、助言したり支えていくことでしっかり立っていけることができる。相談にこれなくて困っている子は、何らかの形で繋いでもらい、訪問している。学校へ出向いて場所と時間をかり、相談を受けることもある。子どもが、親や学校の先生に言わないでと言う事は、絶対に言わない。これが鉄則である。虐待については通告義務があるので別枠である。
· 名張市は子どもにかかわる相談ということでは、相談の窓口ネットワークは広い。
· 子ども権利救済部会の委員もかねているが、委員が有効に機能しきれてないところもあるのではな
いか。もう少しできることがあればと思う。アイディアを出し、相談員とチーム連携して一緒にやっていきたい。
· 昨年度、ＰＴＡからの依頼があったということだが、どのような内容だったのか。
· ⇒　ＰＴＡの人権研修会に呼ばれることが多い。子どもの権利がどういうことなのか、親として地域としてできることを話しさせていただく。子どもにかかわることであれば、要望にあわせる。無料です。土曜・日曜もいきます。

· 教育委員会でも人権教育の会に参加している。子どもの人権に関し目指すところは一緒であると思
うが、連携をとっているのか。

⇒　課題となっており、連携ををとっていく必要がある。
· 子ども向け啓発活動として、学校で子ども条例についての学習の機会をもっていただきたいが、学
校現場では、そのような機会があるのか。また、各年齢に応じた副教材があれば子どもへの啓発により役立つのではないか。
⇒　子ども条例の資料を学習資料として作成しており、それを使用しての授業を取り入れて下さいということを各学校に伝えています。
· 去年、ばりっこ会議で提案された公園のローラー滑り台はどうなっているのか。子どもが一生懸命
計画したので、その後の経過を教えてほしい。無理であるならその理由を子どもにわかるように説明も必要なのでは。
⇒　今は、財政が大変厳しい状況のなか名張市が自立できるように頑張っているので、そのことも含め
て、子どもたちの夢を壊さないような回答をさせていただく。

· 子ども相談室のカードについて、たとえば4コマ漫画などで、子どもの敷居を低くして子どもに表
現していただきたい。
· 関連して、名張市のＨＰに子ども向けのページはあるのか。どういった内容のものなのか。

· ＨＰ開いてすぐわかるように、キッズページの入口をわかりやすくして欲しい。
· 悩んでいる子は、電話より文字の方が打ちやすいと思うので、そこから受入れがもっとできるので
はないか。
⇒　子ども向けHPはある。子ども条例の子ども向けＨＰは、わかりにくいということで、現在新たに作成中である。

· 広報活動で今年度の企業・地域はきまっているのか。是非、地域に来てほしい。

⇒　選考中です。

· 通話無料サービスはどのように前向きに考えているのか。通年の無料電話でなくても、子ども権利
習慣の期間だけでも取り組んではどうか。
⇒　予算の関係があるが、期間限定も一つの方法として検討していきたい。
　　⇒　ばりっこすくすく計画であるが、来年度第3次の本格的な見直しをしていかなければならない。そ
の初年度として、次回の権利委員会において、見直しのスケジュール等示させていただきたい。

2 名張市子ども・子育て支援事業計画策定について
· 計画の中の、教育・保育提供区域の設定とはどのような基準で考えていくのか。人の少ない地域は
どうなるのか
· 人口密集地に便利で周辺地域は不便というのは公平ではない。

⇒　民生委員の地区割りと同じ8分割した中で、その需要と供給のバランスが取れるように考えていきたい。保育の量がカバーされることだけでなく、地域ごとの状況の分析、ニーズをだして検討していく。
· 平成24年度の待機児童数が77名となっているが、預ける枠がないからなのか、自分の入りたい保
育園ではないので入らないのかどちらなのか。

⇒　名張市の場合、待機児童の幅を広く取っており、育休明けで復職が決まっている方や、保育所に入れてから働きたいという方など、濃淡がある。地理的な問題もあり、地理的な利便性についても考慮していかなければならない。
· その地域に保育所・学校がある意味、地域が受けるメリットも絶対あると思うので、地域と協議し
て考えていただきたい。

⇒　地域の民生委員組織の中には、子どもがいない地域もあり、施設も古くなってきているので、全体の枠組みのなかで地域設定していくのも一つである。名張市は今後も病児・病後児保育をしていく予定であり、小規模保育事業・家庭的保育事業等新たな事業を進めていこうと思っている。
⇒　今年度から、家庭的事業保育(通称保育ママ)を導入する予定である。保育所以外のところでも、保育士さんの居宅であるとか、空いているスペースで、新しい制度の中で地域ごとの分析をしながら小規模保育をどのようにしていくかも含めて、この計画を作成していきたいので、みなさんに検討していただきたい。
· 子ども・子育て支援事業計画策定については、
· 子ども権利委員会もメンバーに、保護者の方、施設所の方、地域つくりの方等々オブザーバー的に加えた形でこの検討を進めていきたい。
